
当社グループのSDGsへの取り組み（事業を通じたSDGsへの貢献（詳細））

SDGs項目
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3.6 2020年までに、世界の道路交通事故による死傷者数を半減させる。 ○

3.8
すべての人々に対する財政リスクからの保護、質の高い基礎的な保健サービスへのアクセス及び安全で効果
的かつ質が高く安価な必須医薬品とワクチンへのアクセスを含む、ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ（UHC）
を達成する。

○

7.1 2030年までに、安価かつ信頼できる現代的エネルギーサービスへの普遍的アクセスを確保する。 ○

7.2 2030年までに、世界のエネルギーミックスにおける再生可能エネルギーの割合を大幅に拡大させる。 ○

7.3 2030年までに、世界全体のエネルギー効率の改善率を倍増させる。 ○

7.a
2030年までに、再生可能エネルギー、エネルギー効率、および先進的かつ環境負荷の低い化石燃料技術な
どのクリーンエネルギーの研究および技術へのアクセスを促進するための国際協力を強化し、エネルギー関連
インフラとクリーンエネルギー技術への投資を促進する。

○

8.2
高付加価値セクターや労働集約型セクターに重点を置くことなどにより、多様化、技術向上およびイノベー
ションを通じた高いレベルの経済生産性を達成する。

○

9.1
質が高く信頼できる持続可能かつレジリエントな地域・越境インフラなどのインフラを開発し、すべての人々の
安価なアクセスに重点を置いた経済発展と人間の福祉を支援する。

○

9.4
2030年までに、資源利用効率の向上とクリーン技術および環境に配慮した技術・産業プロセスの導入拡大
を通じたインフラ改良や産業改善により、持続可能性を向上させる。すべての国々は各国の能力に応じた取り
組みを行う。

○ ○ ○

9.5
2030年までにイノベーションを促進させることや100万人当たりの研究開発従事者数を大幅に増加させ、
また官民研究開発の支出を拡大させるなど、開発途上国をはじめとするすべての国々の産業セクターにおけ
る科学研究を促進し、技術能力を向上させる。

○ ○ ○

11.2
2030年までに、脆弱な立場にある人々、女性、子ども、障害者、および高齢者のニーズに特に配慮し、公共交
通機関の拡大などを通じた交通の安全性改善により、すべての人々に、安全かつ安価で容易に利用できる、
持続可能な輸送システムへのアクセスを提供する。

○

11.6
2030年までに、大気質、自治体などによる廃棄物管理への特別な配慮などを通じて、都市部の一人当たり
環境影響を軽減する。 ○

12.2 2030年までに天然資源の持続可能な管理および効率的な利用を達成する。 ○ ○ ○

12.4
2020年までに、合意された国際的な枠組みに従い、製品ライフサイクルを通じて化学物質やすべての廃棄
物の環境に配慮した管理を達成し、大気、水、土壌への排出を大幅に削減することにより、ヒトの健康や環境
への悪影響を最小限に留める。

○ ○ ○

12.5 2030年までに、予防、削減、リサイクル、および再利用（リユース）により廃棄物の排出量を大幅に削減する。 ○ ○ ○

13.1 全ての国々において、気候関連災害や自然災害に対する強靱性（レジリエンス）及び適応の能力を強化する。 ○ ○ ○

17.7
開発途上国に対し、譲許的・特恵的条件などの相互に合意した有利な条件の下で、環境に配慮した技術の開
発、移転、普及、および拡散を促進する。

○

17.2
さまざまなパートナーシップの経験や資源戦略を基にした、効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシッ
プを奨励・推進する。

○ ○ ○

ターゲット

※ 9.4、12.2、12.4、12.5、13.1 は「エネルギー・環境ソリューション」にまとめて表示しています。


